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1 . 検 討 す べ き 事 項  

 オ フ ィ ス に 無 線 Ｌ Ａ Ｎ を 設 置 す る こ と と す る 。  

①  端 末 数 ：  接 続 端 末 、 利 用 者 を 想 定 す る 。  

② フ ロ ア の 広 さ ：  無 線 Ｌ Ａ Ｎ の 必 要 な 到 達 距 離 と ア

ク セ ス ポ イ ン ト （ Ａ Ｐ ） の 位 置 検 討 の た め に 確 認 を 行

う 。  

③ 利 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ；  必 要 な 帯 域 を 検 討 す る た

め に 調 査 す る 。  

④ 室 外 の 電 波 状 況 ：  電 波 干 渉 す る 機 器 が あ る か の 確

認 を 行 う 。  

⑤ 信 頼 性 ：  使 用 業 務 に 必 要 な 信 頼 性 を 検 討 す る 。  

⑥ 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 方 式 ：  上 記 を 満 た す 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 方 式 を

検 討 す る 。  

2 . 設 置 の 手 順  

① 端 末 数 の 決 定 ：  端 末 数 を 決 定 す る 。  

②  費 用 、 工 期 ：  目 標 を 設 定 す る 。  

③  無 線 Ｌ Ａ Ｎ 方 式 の 決 定   

④ Ａ Ｐ の 位 置 の 決 定 ：  無 線 Ｌ Ａ Ｎ 方 式 と フ ロ ア 条 件

に よ り Ａ Ｐ の 位 置 を 設 定 し 設 置 す る 。  

⑤ 有 線 Ｌ Ａ Ｎ の 決 定 と 配 線 ：  Ａ Ｐ と 接 続 す る 有 線 Ｌ

Ａ Ｎ の 方 式 を 決 定 し 配 線 す る 。 給 電 も 確 保 す る 。  

⑥ テ ス ト ：  通 信 状 況 を テ ス ト す る 。  

⑦ 目 標 の 確 認 ：  費 用 や 通 信 品 質 の 達 成 状 況 を 確 認 す

る 。  

⑧ 切 り 替 え  
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3 . 発 生 す る 可 能 性 の あ る 問 題  

3 . 1 干 渉  

 電 波 干 渉 に よ り 通 信 状 況 が 悪 化 す る 。  

① 原 因 ：  室 内 外 に 電 波 を 発 す る も の が 設 置 さ れ た 。  

② 対 策 ：  電 波 を 発 出 す る も の を 取 り 除 く 。 ま た 、 Ａ

Ｐ の 位 置 を 変 え る 。 困 難 な 場 合 は 、 無 線 の チ ャ ネ ル の

変 更 を 行 う 。 ま た 、 電 波 強 度 を 調 整 す る 。 コ ン ト ロ ー

ラ を 導 入 す る と 自 動 で 干 渉 の 回 避 が 可 能 で あ る 。  

3 . 2 ス ル ー プ ッ ト 低 下 、 遅 延 発 生  

① 原 因 ：  端 末 数 が 多 く な る と 、 Ｃ Ｓ Ｍ Ａ ／ Ｃ Ａ 方 式

で は 衝 突 や 遅 延 が 発 生 す る 。 ま た 、 障 害 物 が 設 置 さ れ

他 端 末 の キ ャ リ ア が 検 出 で き な い 場 合 も 衝 突 が 発 生 す

る 。  

② 対 策 ：  Ｃ Ｓ Ｍ Ａ ／ Ｃ Ａ  

W i t h  Ｒ Ｔ Ｓ ／ Ｃ Ｔ Ｓ に よ り  

衝 突 を 回 避 で き る 。 （ 図 １ ）  

ま た 、 Ａ Ｐ の 増 設 に よ り 対 応  

で き る 。 そ の 場 合 は Ａ Ｐ 間 の  

干 渉 の 調 節 が 必 要 で あ る 。  

3 . 3 故 障  

① 原 因 ：  Ａ Ｐ や 有 線 Ｌ Ａ Ｎ 故 障 に よ り 通 信 が 途 絶 す

る 。  

② 対 策 ：  有 線 Ｌ Ａ Ｎ も 十 分 な 帯 域 を 確 保 す る 方 式 を

採 用 し 、 冗 長 化 を 行 う 。 Ａ Ｐ は 故 障 時 の 予 備 器 を 用 意                  

す る 。                    以 上  
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